
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉中央メディカルセンター 
発刊：2023.6.1 

編集：CCMC 広報委員会 ニュース 第 84 号 

医療法人社団 誠馨会 

2023 年 6 月より、福田前院長のあとを引き継ぎ、 

院長に就任いたしました。 

2000 年 4 月に旧称加曽利病院に泌尿器科医師とし

て入職しました。 

その後、当院で病院運営の充実のため各種委員会を

設置することとなり、輸血療法委員会の委員長等、

泌尿器科診療以外の院内業務に携わるようになって

きました。2015 年 8 月に副院長・医療安全管理室長

を拝命し、当然重責ではありますが、ある意味臨床・

診療の延長とも言えます。この度医療法人内の人事

異動により院長職を拝命し、診療以外の設備、労務、

法務等々病院運営・経営全体についても決断、最終

責任を負う立場となり、いささかの緊張を感じてお

ります。 

院長に就任するにあたり、千葉市の公表している千

葉医療圏等の現状と課題という資料を読み込んでみ

ました。そこに書いてある要旨は、若葉区などの人

口は 2015 年以降減少に転じる一方、中央区は 2045

年まで一貫して人口は増加、ただし 65 歳以上の高

齢者人口はどの区でも一貫して増加する見込みであ

るという人口推計。規模の大きな急性期病院は中央

区に集中していること。区によって病院の診療科の

充足に偏在があること。高度急性期・回復期・慢性

期の病床が不足、一般急性期の病床が過剰と見込ま

れていることなどが書いてあります。そのような 

認識の下、千葉市では老朽化による海浜病院の建て

替えを機に青葉病院と海浜病院の機能再編成を検討

しているようです。当医療法人誠馨会としても、千

葉医療圏の医療ニーズに応えるため、中央区の千葉

メディカルセンター、若葉区の千葉中央メディカル

センター、総泉病院の 3 病院の有機的連携、機能再

編などについても検討対応していく必要があると考

えています。そのような文脈により、福田前院長が

千葉メディカルセンター院長へ転出し、私が当院の

院長に就任となったわけです。 

有機的連携、機能再編といっても、まずは個々の病

院の足腰がしっかりしていることが大事です。全国

的な傾向ですが、コロナ禍を機に看護師の離職が増

えて、そのために病床数を一部制限せざるを得ない

状況に当院もなっております。コロナ禍もようやく

終息が見えてきて、世の中も少し明るさを取り戻し

てきました。現在従事されていない潜在看護師の採

用にも取り組み、病床をフル稼働させ、医師その他

医療職も一層の充実を図り、地域のニーズに応えら

れるように努力していきたいと考えています。 

当院の理念は「信頼と奉仕」と掲げております。若

葉区と周辺地域の急性期医療を担う病院として、近

隣の患者様、クリニックや病院の先生から、あそこ

に依頼すれば、何とかしてくれるという信頼感を抱

いてもらえる、そんな病院を目指したいと思います。 
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● 千葉中央メディカルセンター（千葉市若葉区） 

● 新東京病院（松戸市） 

● 総泉病院（千葉市若葉区） 

● 新東京クリニック松飛台（松戸市） 

● 千葉中央看護専門学校（千葉市中央区） 

● ハイネス訪問看護ステーション（松戸市） 

千葉中央メディカルセンターをご利用の皆様、地域

の連携医、医療機関の皆様、はじめまして。私は、

2023 年 6 月 1 日から医療法人社団誠馨会の理事長

を務めさせていただくことになりました。就任にあ

たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 

医師になって約 40 年間、前半の 20 年は、脳神経外

科医として救急医療の最前線で働いてきました。後

半の 20 年は、多くの皆さまに支えていただきなが

ら当法人のグループ病院である船橋市のセコメディ

ック病院、千葉市の千葉メディカルセンターで、診

療を行いつつ院長業務を務めさせていただいてまい

りました。この度、中村孝雄前理事長の退任に伴い

理事長を拝命することになり身の引き締まる思いで

おります。何卒、ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお

願い申し上げます。 

 

1982 年 4 月に千葉市加曽利町に開設した加曽利病

院（現、千葉中央メディカルセンター）が、誠馨会

グループの始まりです。以後、規模を徐々に拡大し

て、現在では、四つの急性期病院と一つの慢性期病

院、介護医療院や看護師養成校など複数の施設を運

営する誠馨会は、千葉県北西部の地域医療を担って

います。病床数は全医療施設合わせて 1700 床以上 

新理事長就任のご挨拶 

理事長 景山 雄介 

で、千葉県内で最大規模の医療法人となっています。

誠馨会グループの理念は、「信頼と貢献」です。 

患者さんと医療者、医療者同士、患者さん同士の信

頼の上に地域医療に貢献していくということです。

当法人には、千葉市内に急性期二つ、慢性期一つの

三つの病院があります。これら地理的に近く同じ 

千葉医療圏内にある病院を千葉グループと考えて、

各病院同士、より厚い信頼を構築して、連携を一層

強力なものとしていきたいと考えています。その結

果、医療の質がさらに向上して、地域医療に深く貢

献していくことになり、ますます職員が誇りを持っ

て働けるような医療グループになっていくことを目

指します。 

 

千葉中央メディカルセンターでは、齋藤俊彦病院長

での新体制がスタートしました。今後も地域に根ざ

した良質な医療を提供できるよう、法人としても支

援してまいります。今後とも何卒よろしくお願い申

し上げます。 

● 千葉メディカルセンター（千葉市中央区） 

● セコメディック病院（船橋市） 

● 介護医療院 秀眉園（千葉市若葉区） 

● 自動車事故対策機構 千葉療護センター（千葉市美浜区） 

● 訪問看護ステーション 加曽利（千葉市若葉区） 

● セコメディック訪問看護ステーション（船橋市） 

理念 


